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第 147 回東邦医学会例会プログラム 
 

平成 28 年 2 月 17 日(水)  17 時～20 時 25 分 
平成 28 年 2 月 18 日(木)  17 時～20 時 28 分 
平成 28 年 2 月 19 日(金)  17 時～20 時 27 分  

会 場：  東邦大学医学部大森臨床講堂（5 号館 B1F） 
 

当番教室： 17 日 社会医学講座医療政策・経営科学分野   長谷川友紀教授 

18 日 内科学講座糖尿病・代謝・内分泌学分野（大森）  弘世貴久教授 

19 日 内科学講座神経内科学分野（大森）    岩崎泰雄教授 

 
 

2 月 17 日(水)  
開会の辞 ____________________________________    社会医学講座医療政策・経営科学分野 長谷川友紀教授 

当番教室： 社会医学講座医療政策・経営科学分野 

A．大学院学生研究発表 1                    (発表：各8分，討論:各2分） 

座長： 教授 中村正人先生 （大橋循環器内科） 1～3 席 （17:00-17:30） 

1. 三次元潅流培養系における１３C グルコース呼気試験を用いた癌細胞の糖代謝・動態評価（8 分） 

貴島 祥（代謝機能制御系），指導教授：瓜田純久教授（総合診療） 

審査員：澁谷和俊教授，中嶋 均教授，島田英昭教授 

2. Obesity is associated with the development of interstitial pneumonia under long-term administration of 

amiodarone in refractory atrial fibrillation patients（8 分） 

                                 小池秀樹（代謝機能制御系），指導教授：池田隆德教授（大森循内） 

           審査員：中村正人教授，諸井雅男教授，東丸貴信教授 

3. Heart rate is the most significant factor to estimate efficacy of oral amiodarone used for arrhythmia 

 ｍanagement（8 分）                小池牧子（代謝機能制御系），指導教授：池田隆德教授（大森循内） 

           審査員：中村正人教授，諸井雅男教授，東丸貴信教授 

B．平成 26 年度プロジェクト研究報告 1                       (発表：各 8 分，討論:各 2 分） 

座長： 教授 杉山 篤先生 （薬理学） 4～6 席 （17:30-18:00） 

4. iPS 由来心筋細胞シートの病的心筋モデルとしての特徴づけ （8 分） 

○中瀬古（泉）寛子，安東賢太郎（薬理） 

5. 大腸癌における血清自己抗体の解析 （8 分） 

○牛込充則，鈴木孝之（大森消外），大塚隆文（大森消内）  

6. ゼブラフィッシュ（Danio rerio）の選択行動における強化率の効果 （8 分） 

○山口哲生（心理），只野ちがや（生物） 

C．大森病院 CPC  Clinico-pathological conference（CPC）                           

司会： 准教授 名取一彦先生 （血液・腫瘍科） 7 席 （18:00-19:00） 

7. 40 年来の von Recklinghausen 病を基盤とした神経原性腫瘍の 1 例 

 古河まりえ(大森呼内），二本柳康博（病院病理）   

D．教授特別講演 1                                                        

座長： 教授 中島耕一先生（大森泌尿器科） 8 席 （19:00-19:20） 

8. 低活動膀胱の最新の知見（20 分）             泌尿器科学講座（大橋） 関戸哲利教授 

E．平成 26 年度プロジェクト研究報告 2                      (発表：各 8 分，討論:各 2 分） 

座長： 教授 佐藤二美先生 （生体構造学） 9・10 席 （19:20-19：40） 

9. 心臓機能温存術式開発のための上行大動脈周囲構造の臨床解剖学的解析（8 分） 

○川島友和，星 秀夫 （生体構造） 

10. 気腫合併特発性肺線維症合併肺癌切除例の検討（8 分）  

          ○大塚 創 （大森呼外），一色琢磨（大森呼内） 

F．研修医発表（大森病院初期研修医）1                       (発表：各 7 分，討論：各 2 分） 

座長： 准教授 佐藤暢一先生 （大森麻酔科） 11～13 席 （19:40-20：07） 

11. フレイルチェストを伴う重症胸郭損傷の 1 例（7 分）        小柴有未，指導：一林 亮（大森救命） 
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12. 胎児鏡下胎盤吻合血管レーザー凝固術に対する麻酔管理の 1 例（7 分）  

          鶴本大作，指導：原田昇幸（大森麻酔）   

13. 重症熱傷患者に間接熱量計を用いて栄養管理した 1 例（7 分）  松浦知恵，指導：一林 亮（大森救命） 

座長： 准教授 前村俊満先生 （大森産科婦人科） 14・15 席 （20：07-20：25） 

14. 産科危機的出血に対する緊急時の評価と対応（7 分）        島田長茂，指導：高橋賢司(大森産婦） 

15. 非交通性副角子宮を伴う単角子宮の 1 例（7 分）        本山みどり，指導：谷口智子（大森産婦） 

 

2 月 18 日(木) 

当番教室： 内科学講座糖尿病・代謝・内分泌学分野（大森） 

G．一般演題 1                                      (発表：各 7 分，討論:各 2 分） 

座長： 教授 弘世貴久先生 （大森糖尿病・代謝・内分泌） 1・2 席 （17:00-17:18） 

1. 急性胆嚢炎に対する早期腹腔鏡下胆嚢摘出術：成績と最近の工夫（7 分） 

○浅井浩司，渡邉 学，松清 大，齋藤智明，石井智貴，榎本俊行，桐林孝治， 

中村陽一，岡本 康，片田夏也，斉田芳久，草地信也（大橋外科） 

2. 認知症患者に対する MMSE と TDAS の比較試験（7 分） 

○城戸秀倫, 瓜田純久, 渡邉利泰, 石井孝政, 前田 正,  

佐々木陽典, 財 裕明, 中嶋 均（総診） 

H．教授特別講演 2                                                        

座長： 教授 弘世貴久先生（大森糖尿病・代謝・内分泌） 3 席 （17:18-17:38） 

3. 卒後臨床研修の現在と未来（20 分）                 教育開発室 並木 温教授 

I．平成 26 年度プロジェクト研究報告 3                        (発表：各 8 分，討論:各 2 分） 

座長： 講師 土屋勇一先生（生化学） 4～8 席 （17:38-18:28） 

4. 中心性免疫寛容成立に関与する遺伝子発現制御ネットワークの探索（8 分） 

○田中ゆり子（免疫），菊池由宣（教育開発室） 

5. ヒストン修飾を介したヘルパーT 細胞分化の制御（8 分）     ○内藤 拓（免疫），梶原千晶（微生・感染） 

6. リン酸化とアセチル化のクロストークによる免疫細胞分化に関する研究（8 分）         

    ○桑原 卓（免疫），向津隆規（大森消内） 

7. 下丘および視床網様核から内側膝状体への投射細胞の免疫組織化学的研究（8 分）     

        ○高柳雅朗, Reeshan uL Quraish（生体構造） 

8. 関節リウマチ患者に対するメトトレキサート療法におけるメトトレキサート細胞内濃度と代謝酵素の 

遺伝子多型の関連性（8 分）             ○山本竜大，高木賢治（大森膠原病） 

 座長： 講師 内藤 拓先生（免疫学） 9～11 席 （18:28-18:58） 

9. In situ hybridization を用いた深在性真菌症の診断（8 分）         

   ○石渡誉郎（大森病院病理），田井俊宏（大森泌尿器） 

10. 増殖糖尿病網膜症における LR11 遺伝子の関与（8 分）         

   ○橋本りゅう也（佐倉眼科），柴 友明(大森眼科)， 

高橋真生（佐倉循内），姜 美子（佐倉臨床検査） 

11. 転写抑制因子 Eed による腸管恒常性維持の分子機構の解明（8 分）         

   ○松井幸英（大森泌尿器），有田通恒(免疫) 

J．大学院学生研究発表 2                               (発表：各 8 分，討論：各 2 分）  

座長： 教授 本間 栄先生（大森呼吸器内科）  12～14 席 （18:58-19:28） 

12. Amantadine の心臓電気薬理学的作用（8 分）  

曹 新（代謝機能制御系），指導教授：杉山 篤教授(薬理学) 

審査員：池田隆德教授，赤羽悟美教授，並木 温教授 

13. 特発性肺動脈性肺高血圧症(IPAH)の肺動脈病変における Wnt/PCP 関連因子の発現について（8 分）  

矢内 俊（生体応答系），指導教授：佐地 勉教授（大森小児) 

審査員：本間 栄教授，杉山 篤教授， 諸井雅男教授 

14. 精神疾患に対する偏見に関する研究（8 分） 

馬場遥子（社会環境医療系），指導教授：水野雅文教授（大森精神) 

審査員：西脇祐司教授，村上義孝教授，端詰勝敬教授 
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座長： 教授 川合眞一先生（大森膠原病）  15～17 席 （19:28-19:58） 

15. 日本人 NAFLD 患者の肝インスリン感受性保持因子としてアディポネクチンと 

ミトコンドリアクエン酸回路が関与する（8 分）  

鴫山文華（代謝機能制御系），指導教授：弘世貴久教授(大森糖代内) 

審査員：池田隆德教授，瓜田純久教授，川合眞一教授 

16. レパグリニドとシタグリブチン併用の有効性および安全性の比較検討: 

ランダム化 24 週非盲検試験（8 分）  

西村明洋（代謝機能制御系），指導教授：弘世貴久教授（大森糖代内) 

審査員：池田隆德教授，瓜田純久教授，本間 栄教授 

17. オキシステロールによる骨芽細胞様 MC3T3-E1 細胞への細胞内 ROS 制御を介した 

アポトーシス誘導とその作用メカニズムの検討（8 分） 

佐藤悠太（代謝機能制御系），指導教授：龍野一郎教授（佐倉糖代内) 

審査員：川合眞一教授，中川晃一教授，武城英明教授 

座長： 教授 中野裕康先生（生化学）  18～20 席 （19:58-20:28） 

18. Pneumocystis pneumonia out break の遺伝子学的系統解析（8 分）  

卜部尚久（生体応答系），指導教授：本間 栄教授(大森呼内) 

審査員：相川 厚教授，松瀬厚人教授，中野裕康教授 

19. 自己免疫性膵炎における主乳頭近傍の膵胆管像の検討（8 分）  

岩﨑 将（代謝機能制御系），指導教授：五十嵐良典教授（大森消内) 

審査員：前谷 容教授，鈴木康夫教授，瓜田純久教授 

20. 食道腺癌治療における PET-CT と予後との関連性（8 分） 

鈴木研裕（代謝機能制御系），指導教授：金子弘真教授（大森消外) 

審査員：島田英昭教授，岡住慎一教授，草地信也教授 

2 月 19 日(金)  

当番教室： 内科学講座神経内科学分野（大森） 

K．一般演題 2                                      (発表：各 7 分，討論:各 2 分） 

座長： 教授 藤代健太郎先生（教育開発室） 1～3 席 （17:00-17:27） 

1. 1,2 年生を対象とした補習講義“基礎生命医学１，２”の成果（7 分）  

○岡田弥生,廣井直樹，逸見仁道（教育開発室），平 敬宏（生物）， 

杉山 篤（薬理），高松 研（細胞生理），佐藤二美（生体構造） 

2. 問題基盤型学習テュートリアルの改善の試みと検証：パイロット研究（7 分）  

○中田亜希子（医学研究科医学教育学），吉原 彩，並木 温（卒後臨床）， 

岡田弥生，土井範子，岸 太一，廣井直樹（教育開発室） 

3. 東邦大学医学部における模擬患者養成の報告（7 分）  

○中田亜希子（医学研究科医学教育学），岡田弥生，廣井直樹（教育開発室）， 

山口 崇（大森学事部学事課），端詰勝敬（心身医学） 

座長： 教授 中嶋 均先生（総合診療・救急医学） 4～6 席 （17:27-17:54） 

4. 肛門疾患手術における周術期抗血栓療法について（7 分）  

○栗原聰元，金子弘真，船橋公彦（大森消外） 

5. ノロウイルス（NV）院内感染時のイムノクロマト法（IC 法）は有効性が低い（7 分）  

○澤 友歌，麻生敬子，小原 明，佐地 勉（大森小児），小西弘恵（大橋小児）， 

石井良和，舘田一博（微生・感染） 

6. 炎症性大腸発がんモデルを用いたインターロイキン（IL）-11 産生細胞の同定（7 分）  

○仁科隆史，出口 裕（生化），三上哲夫（病理），中野裕康（生化） 

L．平成 26 年度プロジェクト研究報告 4                          (発表：8 分，討論:2 分） 

座長： 教授 赤羽悟美先生（統合生理学）  7 席 （17:54-18:04） 

7. 脂質転移タンパク質の臓器間ネットワークを介した炎症に対する影響の解明（8分）  

○伊藤雅方（統合生理），小田哲子(微細形態) 

M．大学院学生研究発表 3                                (発表：各 8 分，討論：各 2 分） 

座長： 教授 東丸貴信先生（佐倉臨床生理機能）  8・9 席 （18:04-18：24） 

8. 冠動脈 CT を用いた pericoronary adipose tissue ratio は冠動脈不安定プラークの 

重要な因子となる（8 分）            大久保亮（代謝機能制御系），指導教授：池田隆德教授(大森循内) 

審査員：中村正人教授，諸井雅男教授，東丸貴信教授 
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9. 薬剤溶出性ステント再狭窄における同一もしくは異なった薬剤溶出性ステント再留置の臨床成績（8 分）  

矢部敬之（代謝機能制御系），指導教授：池田隆德教授(大森循内) 

審査員：中村正人教授，渡邉善則教授，東丸貴信教授 

座長： 教授 西脇祐司先生（衛生学）  10～12 席 （18:24-18：54） 

10. Internet-based CBT を使った学校場面のメンタルヘルス（8 分）  

関崎 亮（社会環境医療系），指導教授：水野雅文教授(大森精神) 

審査員：西脇祐司教授，村上義孝教授，端詰勝敬教授 

11. Micro-CT を用いた後縦靭帯に観察される硬組織の解析（8 分）  

福武勝典（高次機能制御系），指導教授：高橋 寛教授(大森整外) 

審査員：武者芳朗教授，周郷延雄教授，佐藤二美教授 

12. 遺伝子挿入のないクラインフェルター症候群の患者からの iPS 細胞の誘導（8 分）  

清水俊博（生体応答系），指導教授：中島耕一教授(大森泌尿器) 

審査員：赤羽悟美教授，杉山  篤教授，周郷延雄教授 

N．研修医発表（大森病院初期研修医） 2                      (発表：各 7 分，討論：各 2 分） 

座長： 准教授 本多 満先生（総合診療・救急医学） 13～15 席 （18:54-19：21） 

13. 急性大動脈解離術後，人工血管感染に対して VAC 療法・大網充填術が著効した１例（7 分）  

          矢尾尊英，指導：藤井毅郎（大森心血外） 

14. 難治性口内炎の精査目的で入院し，尋常性天疱瘡の診断に至った１例（7 分）  

安里 晶，指導：石井孝政（総診内科）   

15. 薬剤過敏性症候群（7 分）              田中章太，指導：佐々木陽典(総診内科)   

座長： 講師 飯島雷輔先生（大橋循環器内科） 16・17 席 （19:21-19：39） 

16. 呼吸困難で受診し，冠動脈 3 枝バイパス術を行った 1 例（7 分）    小島至正，指導：木内俊介(大森循内) 

17. 1 型糖尿病に合併した多嚢胞卵巣症候群に対する低用量メトホルミン治療の効果（7 分）  

 力武崇之，指導：熊代尚記（大森糖代内） 

座長：講師 川邉清一先生（大森神経内科） 18・19 席 （19：39-19：57） 

18. 小脳梗塞発症後，くも膜下出血を認めた後下小脳動脈解離の 1 例（7 分）  

保坂達明, 指導：三浦 健（大森神内） 

19. 認知症に合併したせん妄の 1 例（7 分）     石原亮太, 指導：石井絢子（大森精神） 

O．分科会報告                                        (発表：各 10 分，討論：各 5 分）  

座長： 教授 赤坂喜清先生（先端医科学研究センター） 20・21 席 （19:57-20：27） 

20. 濾胞性リンパ腫(Grade1-2)の診断を目的とした BCL2/BCL6 二重免疫染色の有用性の検討（10 分）  

○山﨑利城，大塚成美，鎌倉正和，佐藤麻依，平川靖那，寺井謙介， 

平山美佐子，山口みはる，北村 真（佐倉病院病理），笹井大督， 

徳山 宣，蛭田啓之（佐倉病理診断科）（佐倉学術集会） 

21. 複数の鑑別診断からパラガングリオーマの診断に至った腹部腫瘤の 1 例（10 分）  

○田波未佳，渡邉康弘，龍野一郎（佐倉内科）（佐倉内科例会） 

 

閉会の辞  ________________________________________  内科学講座神経内科学分野（大森） 岩崎泰雄教授 

 

 

1）  「休憩」は当日の進行状況によっては割愛することがあります。 

1) 一般演題，大学院学生研究発表，プロジェクト研究報告，研修医発表，医学研究科推進研究報告，分科会報告の演者

は，開催当日までに必ず「雑誌掲載用講演抄録」（演題，演者名，本文 400字程度， Keywords英語 3語以内* ）の出力紙

とデータ（CD-R・USB 等）を受付にご提出になるか，e-mail にデータ添付でお送りください          （E-mail ： 

igakukai○med.toho-u.ac.jp）。 * Keywords は東邦医学会雑誌総索引に掲載されますので，適切な用語を選んで下さい。 

2)教授特別講演の先生は，事前にお渡しした執筆依頼のごとく，例会当日より 4 週間後に 4,000 字程度にご講演内容をまと

めて提出してください。 

3)CPC の先生は当日お渡しする執筆依頼に従って御執筆いただき，例会当日より 4 週間後に提出してください。 

4)当番教室企画講演，CPC の先生は，例会当日より 4 週間後に 3,200 字程度の総説形式講演要旨として提出してください。 

5)医学会賞受賞記念講演の先生は，例会当日より 4 週間後に 2,000 字程度の講演要旨を提出してください。 

※1），2），3）４）5）とも東邦医学会雑誌近刊号に掲載の予定です。 

※詳細は後日事務局までお問い合わせください（内線 2465）。 

 

 5 号館地下臨床講堂 内線：3862  /  PHS：74036（開催日のみ） 


